
           

 

令和６年度  第２回小委員会のテーマ及び論点  

 

(７月５日開催 ) 

 

 

 

＜論点＞  

生産年齢人口が減少する中、税務行政を持続可能なものと

するために、税制・税務事務はどうあるべきか。  

＜検討項目＞  

〇  税務行政を持続可能なものとするための方策  

・  これまで実施した方策と今後の方向性  

〇  税の三原則「公平」「中立」「簡素」のバランスの在り

方及び「簡素」の位置づけ  

〇  地方税の課税の在り方  

・  賦課課税方式と申告納付方式  

〇  税制・税務事務の簡素化  

・  固定資産税（家屋）の評価方法と課税方式の見直し  

・  個人事業税の認定業務と課税方式の見直し  

・  個人住民税の課税方式の見直し  

 

 

 

 

＜論点＞  

昨今の状況変化を踏まえ、これまでの報告をベースに、

改めて、「ふるさと納税」、「企業版ふるさと納税」につい

てどう考えるか。  

【テーマⅡ】  

「ふるさと納税」、「企業版ふるさと納税」について  

【テーマⅠ】  

税務行政の持続可能性と税制・税務事務の在り方  

資料１  


